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抄録
　キャリア教育が小学校でも重視されるようになって久しいが、その定義は一般的に考えられている
ような「職業を知る・体験する」といったことにはとどまらない。改訂されたばかりの小学校学習指
導要領においてもキャリア教育に関して、「（3）児童が、学ぶことと自己の将来とのつながりを見通
しながら、社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる資質・能力を身に付けていくができるよう、
特別活動を要としつつ各教科の特質に応じて、キャリア教育の充実を図ること。」（第 1 章総則）と明
記されている。
　磐田市教育委員会では市内の全小中学校をコミュニティスクール（以下 CS と略記）と認定して、
地域の中学校を中心に近隣小学校を加えた学府を形成し、そこに CS ディレクターや CS コーディネー
ターを配置し特別活動や総合的な学習の時間を中心に様々なキャリア教育を展開している。
　本報告では、筆者が関わる磐田市内の T 小学校の実践事例「ようこそ、まちなか先生」をもとに、
小学校におけるキャリア教育、そして総合的な学習の時間とコミュニティスクールの現状、成果・課
題を探った。その結果、今後ますます地域と学校との関係を密にしていき、まさに「地域社会立」の
学校としていくことが重要であると確認できた。
キーワード：小学校キャリア教育、コミュニティスクール、総合的な学習の時間
Key words：Elementary school career education, Community School, the Period for Integrated Studies
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１．はじめに
本報告の目的は、小学校におけるキャリア教
育を軸に総合的な学習の時間とコミュニティス
クールの現状と成果・課題を、具体的な実践を
通して明らかにしていくことである。そして、
小学校が中心となって地域や家庭をどう結びつ
けていくことが望ましいのかを具体的な実践か
ら考えるものとしたい。
さて、キャリア教育が小学校でも重視される
ようになって久しいが、その定義は一般的に考
えられているような「職業を知る・体験する」
といったことにはとどまらない。キャリア教育
に関する総合調査協力者会議（2004 年）では、
「望ましい職業観・勤労観及び職業に関する知
識や技能を身に付けさせるとともに、自己の個
性を理解し、主体的に進路を選択する能力・態
度を育てる教育」1 と定義されている。そして、
文部科学省は『小学校・中学校・高等学校キャ
リア教育推進の手引き』（2006 年）を発表し、
キャリア教育で育成すべき具体的能力を「人間
関係形成能力」「将来設計能力」「情報活用能力」
「意思決定能力」として明確化した。改訂され
たばかりの小学校学習指導要領においてもキャ
リア教育に関して、「（3）児童が、学ぶことと
自己の将来とのつながりを見通しながら、社会
的・職業的自立に向けて必要な基盤となる資
質・能力を身に付けていくができるよう、特別
活動を要としつつ各教科の特質に応じて、キャ
リア教育の充実を図ること。」（第 1 章総則）と
2004 明記されている。
静岡県磐田市では、このような動向の中、単
なる職業体験活動にとどまらない教育実践が始
められている。例えば、その一つに NPO 法人
キャリア教育研究所ドリームゲートの取り組み
が挙げられる。このドリームゲートでは、「子
どもまちゼミお仕事体験わくわくワーク」「学
校への外部講師派遣」「学校でのキャリア教育
コーディネート・コンサル」などの事業を展開
し、学校内外でのキャリア教育推進に協力して
いる。また、磐田市教育委員会では市内の全小
中学校をコミュニティスクール（以下 CS と略
記）と認定して、地域の中学校を中心に近隣小
学校を加えた学府を形成し、そこに CS ディレ
クターや CS コーディネーターを配置し総合的
な学習の時間を中心に様々な取り組みを展開し
ている。筆者も 2016 年に市民大学「磐田クス
ノキ大学」を立ち上げ、市内の T 小学校・D
中学校の学校協議会委員を務め、同時に T 小
学校の CS ディレクターとして主には 6 年生の
キャリア教育をサポートしたり、学校・家庭・
地域を取り結ぶ「コミュニ寺子屋」などの事業
表1　キャリア教育導入の経緯
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を展開したりしている。
本稿では、筆者自身が関わる T 小学校での
実践事例をもとに、そこで行われているキャリ
ア教育の実際、並びに成果と課題を整理して報
告するものである。そして、先述のとおり、学
校と地域・家庭の望ましい連携・協力のあり方
の一つも提案するものとなれば幸いである。
2. キャリア教育の背景・目標と定義
キャリア教育のここまでの経緯を、浅野信彦・
伊藤友美（2009 年）は以下のように整理し一
覧にまとめている（表 1）2。また、文部科学省
『小学校キャリア教育の手引き（改訂版）』（平
成 23 年 5 月）では、キャリア教育を理解する
ために「キャリア」「キャリア発達」について
の正しい理解が不可欠であると指摘している。
そして、キャリアとは、
　人は、他者や社会とのかかわりの中で、職業人、
家庭人、地域社会の一員等、様々な役割を担いなが
ら生きている。これらの役割は、生涯という時間的
な流れの中で変化しつつ積み重なり、つながってい
くものである。また、このような役割の中には、所
属する集団や組織から与えられたものや日常生活の
中で特に意識せず習慣的に行っているものもある
が、人はこれらを含めた様々な役割の関係や価値を
自ら判断し、取捨選択や創造を重ねながら取り組ん
でいる。
　人は、このような自分の役割を果たして活動する
こと、つまり「働くこと」を通して、人や社会にか
かわることになり、そのかかわり方の違いが「自分
らしい生き方」となっていくものである。
このように、人が、生涯の中で様々な役割を果たす
過程で、自らの役割の価値や自分と役割との関係を
見いだしていく連なりや積み重ねが、「キャリア」
の意味するところである。（中央教育審議会「今後
の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方に
ついて（答申）」（平成 23 年 1 月 31 日））
とまとめている。「社会とのかかわり」、そして
その中での自分の役割の価値や関係を見出して
いくこと、その連なりや積み重ねをキャリアと
している点に留意して学校での実践に結びつけ
たい。
そして、キャリア発達については、
　社会の中で自分の役割を果たしながら、自分らし
い生き方を実現していく過程を「キャリア発達」と
いう。（中央教育審議会「今後の学校におけるキャ
リア教育・職業教育の在り方について（答申）」（平
成 23 年 1 月 31 日））
として、「発達の段階に応じて適切に自己と働
くこととの関係付けを行い、自立的に自己の人
生を方向付けていく過程」、「自己の知的、身 
体的、情緒的、社会的な特徴を一人一人の生き
方として統合していく過程」を「キャリア発達」
としている。
以上のことから、キャリア教育とは「社会と
のかかわりの中で自分らしく生きる力」を育て
ることであるということができよう。とりわけ
AI の発達が著しく今後も社会の変化は激しさ
を増す中、こうしたキャリア教育に対する期待
と必要性は大きくなるばかりである。また、そ
うした「生きること」「働くこと」と結ばれた
学習活動は、子供たちに学習する意義を改めて
問い直し、学習意欲を喚起することにもなり得
るものである。そして、積極的に地域にある教
育資源を学校の教育活動に取り込むことは、学
校そのものを活性化することにも繋がるもので
ある。社会に開かれた教育課程や教員の働き方
改革が求められている中、こうした点での可能
性も大いに認められるものである。
このような考えに立ち、T 小学校の学校運営
協議員、並びに CS ディレクターとなった筆者
は同時期に立ち上げた市民大学「磐田クスノキ
大学」で「まちなか先生」と呼ぶ講師を募集し、
56 人（2019 年 12 月現在）の講師を登録するま
でに至っている。磐田市を中心に、近隣市まで
講師の範囲は広がっている。この講師陣を、T
小学校 6 年生のキャリア教育（総合的な学習の
時間「生きる」）の授業に派遣することになっ
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たのである。以下、その詳細について述べてい
く。
3．T 小学校「ようこそ、まちなか先生」
の実践
3-1．経緯
筆者が市民大学「磐田クスノキ大学」を立ち
上げた 2016 年、当時 T 小学校の K 校長より学
校運営協議会委員と CS ディレクター就任の依
頼があった。コミュニティデザインの研究・実
践の場として「磐田クスノキ大学」の展開を考
えていた筆者は、その取り組みの中心に教育を
据えていた。そのようなこともあり、「磐田ク
スノキ大学」にて「まちなか先生」の講師を募
集することとした。
K 校長は、前任校で先述のドリームゲートな
どと協力して「ようこそ先輩」という名称で同
様の実践を既に始めていた。そこでは、その小
学校、その地域で生まれ育った先輩、あるいは
その地域に移り住んだ講師による授業を 6 年生
児童に提供していた。筆者は、T 小学校が位置
する地域の枠に限らず近隣市町からも講師を募
り、子供たちにできるだけ多様な大人を引き合
わせることとした。会社経営しながらもテレビ
や映画で芸能活動をしたり、耕作放棄地問題に
取り組む活動に取り組んだり、介護をしながら
も音楽活動を展開していたりするなど講師の活
動は多岐に及ぶものである。
3-2．総合的な学習の時間「生きる」の概要
T 小学校では 6 年生の 1 年間、「生きる」と
いう大単元が総合的な学習の時間を中心に位置
付けられている。この単元の中に「ようこそ、
まちなか先生」の授業が位置付けられているの
である。
本年度は、以下のようなねらいでそれぞれの
学習場面に関わって「ようこそ、まちなか先生」
の授業を展開していった。
3-2-1．大単元「生きる」のねらい
【知識及び技能】
○自分の調べたい仕事や職業について、いろいろな方
法で調べることができる。
○調べたり体験したりしたことをわかりやすく発表し
たり、まとめたりすることができる。 
○いろいろな仕事や職業について、その内容や苦労・
よさを理解する。 
【思考力・判断力・表現力等】
○まちなか先生など多くの大人の意見や友達の考えに
触れ、それらの価値やよさに気付く。
○夢や希望を持ち、仕事や職業と結びつけて自分の生
き方について考える。 
【学びに向かう力・人間性等】
○いろいろな仕事や職業に関心を持ち、それらについ
て調べたり、体験したりしようとする。 
○自分なりに調べたことや、自分の将来についての夢
を進んで表現しようとする。
3-2-2．「まちなか先生」による学習場面
以下①～③において「まちなか先生」に関わ
る授業を展開した。
①オリエンテーション「生きるって？」
日時：2019 年 5 月 17 日（金）10:30 ～ 11:15
講師：鈴木光男（聖隷クリストファー大学教授）
大単元「生きる」のスタートに当たり、また「よ
うこそ、まちなか先生」の授業を 1 か月後に控
えた時期に、先ずは筆者の授業が 6 年生担任に
より計画された。そこで、6 年生のある児童が
呟いた「将来は仕事せずに、遊んで暮らしたい。」
という一言をもとにして、「命って何だろう？
そして、生きるってどういうことかな？」とい
う問いを立てて 1 時間の授業を進めた。その中
で、改めて「生きる」ということや仕事・職業
などについて、6 年生なりに考える時間とした。
② 2019 年度第 1 回「ようこそ、まちなか先生」
日時：2019 年 6 月 21 日（金）14:05 ～ 15:45
授業：14 名の講師による授業（次頁表 1 参照）
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表1　第 1回「ようこそ、まちなか先生」授業一覧
講　　　　師 授　業　テ　ー　マ
俳優・モデル・和装家・会社代表 魅力のある仕事で楽しく生きよう
日本語・中国語通訳　美来（MIKI）
代表 通訳の仕事はどんな仕事？
ジュビロ磐田元選手・現スタッフ ジュビロ磐田の仕事
NPO 法人 OIKOS 天竜 あなたの着ている服はどこから？
ジャズ ミュージシャン ミュージシャンのヒミツ。「ステージの上の世界」
㈱カワイ代表取締役 プロ商人を目指す
カメラマン 写真にみる人間性の魅力・素晴らしさ・自然との融合性
ヤマハ発動機（株）MC 事業本部 中国ってこんなに面白い国「小学生の生活・異文化」
椿　子育てコミュニティくっつい
た！主宰
エステの仕事から学んだこと・子育てコ
ミュニティくっついた！
オフィス櫻 アーティスト 色彩プ
ロデューサー、フリーライター
令和元年　「日本の色」「色の不思議」を
楽しみましょう
株式会社フジデン代表取締役 ドローンて知ってる？
リッツハウス磐田 社会福祉士 介
護支援専門員 福祉の仕事ってどんなこと？
磐田未来クラブ・ミライ磐田校幼
児教育インストラクター
①保育士のミッション　②市民活動の
ミッション
公益社団法人 松風花道会 花にふれてみよう・私の６年生
③ 2019 年度第 2 回「ようこそ、まちなか先生」
日時：2019 年 11 月 21 日（木）14:05 ～ 15:45
授業：14 名の講師による授業（表 2）
表2　第 2回「ようこそ、まちなか先生」授業一覧
講　　　　師 授　業　テ　ー　マ
岩田故郷の会 地域の環境保全と植栽活動
自宅サロン クリエイティブセラ
ピスト どんな感情も大切
俳優・和装モデル・会社社長 魅力のある仕事で楽しく生きよう
日本語・中国語通訳 通訳の仕事はどんな仕事？
NPO 法人 OIKOS 天竜 電気のはなし〈日本のエネルギー事情〉
ジャズミュージシャン ミュージシャンのヒミツ。ステージの上の世界
㈱カワイ代表取締役 プロ商人を目指す
転写紙デザイナー 中国ってこんなに面白い国「小学生の生活・異文化」
ヤマハ発動機（株）MC 事業本部 「好き」を仕事にするためのひみつの方法
ヨガインストラクター 正しい姿勢は宝物
アットホーム留学ティーチャー 日本と外国という概念「言葉・文化・社会貢献」
磐田市議会議員 市議会って何をするところ？
保育士・磐田未来クラブ ①保育士のミッション　②市民活動のミッション
公益社団法人 松風花道会 花にふれてみよう・私の６年生
昨年度までは 1 回 25 分で、それを 3 つのグ
ループに対して行っていた（1 グループは 5 ～
8 人程度）。今年度は 1 回あたりの授業時間を
長くして 45 分とし、2 グループに対して授業
することにした。こうすることで、「まちなか
先生」の話を一方的に聞くだけではなく、対話
的に進められるようにしたのである。
4．授業のふり返り（児童）
2019 年度 2 回目の「ようこそ、まちなか先
生」の授業が終了した時点で、本授業のふり返
りカードを配布し、「楽しさ（情意的側面）」「知っ
たこと・考えたこと（認知的側面）」「今後の希
望やまちなか先生に伝えたいこと」の 3 点につ
いて記述してもらった。
4-1．情意的側面のふり返り
93 名中 1 名だけが「楽しかったですか。」の
問いに対し、「いいえ」と回答した。その理由
は、「楽しかったというより、初めて知ること
の方が強かったから」ということであり、認知
的な面での発見に関心が寄せられていた。残り
の 92 名の「授業が楽しかった理由」を分類し
てみると、概ね「新たな知識」「体験」「まちな
か先生の魅力」「その他」の 4 点に分類するこ
とができた。それぞれの割合は、次頁グラフ 1
の通りである。
最も多かったのは、「新たな知識」に関する
ことで 50％であった。その内容は、主には以
下のようなことである。
・興味はあったけれどよく知らない分野・仕事のこと
を深く知ることができたから。
・人によっていろいろな考え方があり、いろいろな進
路の選び方があることを知れたから。
・いろいろな話をしてくださり、新しいものの見方が
できるようになったから。
・4 人の「まちなか先生」の考え方やものの見方が分かっ
たから。
・戦争の話を聞いたときは大変なことばかりで楽しい
話は一つもなかったが、戦争のことを知り、今の時
代は相手のことを理解することが大切だと知れたか
ら。
・新しいことを知れてワクワクしたから。
・授業では習わないことを知れたから。
子供たちは、新たな分野・仕事だけではなく、
その背景にあるそれぞれの「まちなか先生」の
視点や価値観を知ることにも楽しさを見出して
いる。また、普段の授業では取り扱わない内容
に新鮮みを見出してもいる。
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体験に関しては、27％の児童が記述していた。
主には、以下のような内容である。
・いろいろな仕事について、体験を通して知ることが
できたから。
・体験する授業があって、それが新鮮な感じがして楽
しかったから。
・体験などをしたことで、その仕事の大変さがたくさ
んあったから。
・今の生活に活かせることがあったり、まちなか先生
でなければできない体験や話があったから。
ドローンを実際に操作したり、また楽器や
様々な道具・材料に触れたりしたことが新鮮な
学びとして楽しさにつながったようである。
「まちなか先生」一人一人の人間としての魅
力や教え方、直接的なふれ合いなどを記述した
児童は、21％見られた。これは、例えば以下の
ような記述である。
・まちなか先生といっしょになって楽しんだり、協力
したりすることができたから。
・先生もすごくおもしろい人が多くて、将来や今のこ
と、「生きる」について学べたから。
・一人一人の先生が、社会にどのような職業や仕組み
があるか話してくれて、質問など教えてくれる一つ
一つがおもしろかった。
学校の中で、どちらかと言えば「タテの関係」
になりがちな先生－児童という関係性が、「ま
ちなか先生」では「ナナメの関係」になってい
る。そのような関係そのものが、新鮮さや親し
みやすさに繋がったようである。
4-2．認知的側面のふり返り
全員が「新しく知ったことや考えたことが
あった」と回答した。その内容を見ると、それ
ぞれの仕事や職業の内容を具体的に記して「分
かったこと」としている児童が多く見られた。
また、「今まで興味や関心を持つことがなかっ
たことについて初めて知ることができた」と
いった記述も見られ、様々な講師の仕事や職業・
活動から子供たちの将来への興味・関心の幅を
広げられたことがうかがえた。
以下、国立教育政策研究所生徒指導研究セン
ターが系統的に整理した 4 つの期待される能力
に照らし合わせて、特徴的な記述を列記する。
なお、上記センターが小学校の低・中・高学年
それぞれの段階で抜粋したものが表 3（次頁）
である 3。
グラフ1．「まちなか先生」の授業で楽しかった理由
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－「ようこそ、まちなか先生」の実践をもとに－
【人間関係形成能力】
・地域のために様々なイベントを企画していることを
知った。「耕作放棄地発生防止」の活動（ごみの片付け）
などをしてくれているので、自分もゴミを少なくし
たり、イベントに参加したりしてみたいと思った。
【情報活用能力】
・日本と外国の違いに気付いて、詳しく知りたいと思っ
た国を本や資料を見て自分らしくまとめることがで
きてよかった。
・いろいろな仕事や社会の暮らしなどを新たに知るこ
とができた。
【将来設計能力】
・自分は将来何になるか、どうするのかなど将来につ
いて改めて考えられたと思う。
・仕事への愛があると思った。
【意思決定能力】
・仕事へのやりがい・こだわりなどを間近で聞いて、
すごく感じ考えられた。
・未来はこの仕事につきたいと選択肢が増えた。
4-3. その他、課題や要望・感想など
児童からは次のような授業の課題や要望・感
想が寄せられている。今後の参考として、次年
度以降の授業に活かしていきたい。
・回数を増やして欲しい。
・もっとたくさん話を聞きたい。
・自分たちが実際に体験できるようなものをできるだ
け多く取り上げて欲しい。
・その仕事をやったら、どのようなメリットやデメリッ
トがあるか。
・少し分からないところがあったので、具体的に言っ
て欲しい。
・紹介文と実際の内容が違うところがあったので、そ
こを改善して欲しい。
・移動の時間を短くして、移動する時間を含め同じ時
刻に始め、同じ時刻に終わるようにして欲しい。
・「生きる」ということについて参考になった。
・興味深く心の中に強く残る言葉があった。
・手間を掛けて地域をよりよくしようとしていること
を知って自分も作業を体験したいと思うようになっ
た。
・これからの自分のことを考える参考になり、軽い気
持ちでいてはいけないと今一度分かってよかった。
5．講師・教師によるふり返り
関係した T 小学校の教師、また授業を担当
した講師それぞれに、本授業についてどのよう
な思いや考えをもったかについて、Web を活
用したアンケートで回答いただいた。以下、そ
表3　職業観・勤労観をはぐくむ学習プログラムの枠組み
―　60　―
聖隷クリストファー大学社会福祉学部紀要　No. 18 （2020）
れぞれの問いに対する回答を紹介する。
5-1．この授業はよかったか
「この授業をやってよかったか」の問いに対
して、23 名の回答者の中で 1 名だけ「生徒さ
んたちの反応が良かった子と良くなかった子
の差が激しい感じがしたので。」という理由に
より「どちらとも言えない」と回答した。これ
は本授業の価値ではなく、自身の授業が子供に
とってよかったかどうかに着目しての回答であ
ろう。プロ教師ではない講師たちが、それぞれ
に授業の難しさや自身の課題に向き合った回答
といえよう。その他の 22 名は「よかった」と
回答している。以下、その理由である。
・子供たちに、直接話ができる良い機会だと思う。
・児童と一緒に触れ合えることは楽しい。
・小学校との関係が密になり、先生たちの大変さなど
を感じられた。
・講師同士で知り合えて、刺激を受けられた。
・普段の生活では得られない経験や体験ができる
・子供に夢を与えられると思う。
・児童の為になったか不明だが、自分のスキル・アッ
プになった、次はもっと良い授業が出来るようにし
たい。
・色々な大人に会い、たくさんの刺激を受ける機会を
持てば持つほど夢は広がると思う。違う分野でたく
さんのことを学べるいい機会だと思う。自分が小学
生の時にあればよかった。
・多種多様な職業の方に来ていただき、また、講話を
していただいたり、体験をさせていただいたり、子
供たちにとってとても貴重な経験の場となった。我々
教員が話を聞いていても、とても興味深かった。さ
らに講師の先生方それぞれの魅力がすごいと思った。
・プロから本物を体験しながら少人数で直接学ぶこと
で、実感とともに記憶に残ると思う。
・子供たちに興味をもって話を聞いてもらえた
・子供たちが目を輝かせて聞き入る姿が毎回見られる。
・実際に体験させてくれ、子供たちもうれしそうだっ
た。
・講師の方々の豊かな経験に基づき、その方々の生き
方や考え方に触れることができたので、子供たちも
自分自身の今や今後について考える機会となった。
・様々な職業の方からお話を聴き、子供たちが職業や
生き方について自分なりに考えることができた。
・高い見識や専門性、他者にない経験をお持ちの方で、
大変興味深かった。
・子供たちの視野を広めるきっかけになった。
・親など身近な人には、なかなかいない職業の方から
話を聞くことができていたから。
・実際に子供たちと触れ合うことで、子供たちの反応
を知ることができた。また子供のうちから文化芸術
などに触れることが大切だと思うので、もっとこう
いう機会は多くしてもよいかと思う。
・教員ではない大人から学ぶ貴重な場だと思うから。
5-2．この授業の課題
5-2-1．T小学校の教員の声
T 小学校の教員（校長・教頭・6 年生担任）が、
「まちなか先生」について課題として記述して
いることは以下のとおりである。
・6 年生は、学校行事等が多く、授業の前に希望を取っ
たり名簿を作ったりという作業は、教員にかなり負
担があった。自由に聞くとなると偏りが出てしまう
ので、やはり事前に調整をしておくことが必要にな
ると思うが、もう少し負担なくできるようになれば
と思う。
・授業の一環ということもあってか、子どもたちが良
い感想を書こうとしすぎていると感じた。もっと素
直な反応だけでも良いかと思う。
・例えば、授業テーマとか事前に案内する内容につい
て、講師に聞きたいことを質問状にして提示、講師
はその質問に答える時間がもうけられれば、もっと
深い学びにつながると思う。
授業の組み方や進め方に課題があり、今後関
係教員と連絡・相談しながら、できるだけ 6 年
生担当教員に負担がないように進めたい。講師
陣との連絡・調整は筆者が CS ディレクターと
して担当しているが、グループ分け他進め方の
工夫を次年度以降考えていこうと思う。
5-2-2．「まちなか先生」講師陣の声
「まちなか先生」として授業を担当した講師
陣からは以下のような課題が挙げられている。
・市内の他の小中学校でも授業をしてみたいが、今は
そのようにはなっていない。講師陣を市内各校で共
有したらいい。
・授業の内容についていつも同じでいいのか、ステッ
プアップが必要なのかが課題
・もっと幅広い講師を募っても良いのでは。
・時間配分と子供達とのキャッチボール
・もっとたくさんの種類の仕事や大人が増えていけば
いいなと思う。
・子供に馴染みない新聞を扱う職業ということが課題
・どの程度、資料や教材を用意してよいかわからなかっ
たので、何かベースになる基準があってもよいかと
思う。自分だけなら自由にできるが、ほかの先生、
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－「ようこそ、まちなか先生」の実践をもとに－
ほかの子ども達のことを考えると、あまりにも違う
のはどうかと考えてしまった。
・一方的な講義ではなく子供たちの疑問に答えられる
ようなコーナーもあればいいと思う。その場で質問
を聞いてもすぐには思い付かなかったり、他の子に
遠慮して聞けなかったり。こちらもその質問にどの
くらい詳しく説明していいのか（質問した子には良
いけれど、他の子にとっては興味なかったり）戸惑
うこともあった。
個々人の授業の課題から、本事業のさらなる
他校への展開などが挙げられている。講師同士
で話し合う機会や、授業内容を交流する場を今
後は設定したいと考えている。
5-3．この授業で望まれること
以下、自由記述で寄せられた「この授業で望
まれること」である。
・ぜひ、今後も続けていってもらいたい。
・多職種にわたり、また地元に密着した職業の方々に
お話を聞けるのは、子供たちにとって本当に素晴ら
しい機会だと思う。今後とも続けていただけたらと
思う。
・児童の様子を見ていると、本物に触れることはとて
も意義のある体験だと感じる。本当にありがたい。
・児童がこれからの人生、職業を考えるきっかけにな
るためにも、やりがいや思い、ご苦労などを、これ
からも伝えていただけたらありがたい。
・子供たちから大人へ要望を言う機会があったらいい。
・この取り組みをもっと他にも周知しても良いかと思
う。子供たちが将来どうしたいか、どういうことに
興味を持つかなどにとても役立つものだと思うので。
一般の大人の人にも知ってもらうことで、さらに講
師をされる方が増え、内容が広がるのではないか。
子供たちも成長するので、小学生の時期に数回受講
できると良いのではないか。
・準備等も大変かと思うが、是非、これからも続けて
いって欲しい。良い機会、ありがとうございました。
・まちなか先生にも授業の進め方など学ぶ研修があっ
てもいいかもしれない。
・他の講師の授業を見学する機会も欲しい。他の講師
の方々と話す機会が欲しい。
・他の先生方の授業を拝見したいことと、参加した方
からの率直なアドバイスが欲しい。学校の先生方は
プロなので、どのような点が子供たちに実際に伝わっ
ているのか、冷静にご覧いただけるように感じてい
る。大変有意義なお時間をありがとうございました。
本授業を T 小学校だけではなく、他校にも
広げていくことや、現在他校で行われている「よ
うこそ先輩」などのキャリア授業とも合わせて
講師同士の交流や授業に関する研修の場を設け
ることが望まれている。また、互いの授業を参
観し自身の授業に活かせるものを学びたいとい
う意識や、授業の質をさらに高めていこう、そ
して広めていこうという講師の思いが感じられ
た。これらの点については、来年度「磐田クス
ノキ大学」の事業として展開し、一人一人の講
師の授業を一般にも公開し、「まちなか先生」
の講師に限らず地域住民の新たな学びの場、小
学校と地域を結び合わせる一つの取り組みとし
ていきたい。また、磐田市教育委員会やその他
の小中学校CSディレクターやCSコーディネー
ターと連絡を取り合い、少しずつでも他校・他
学府との連携・協力がなされるようにしていこ
うと考えている。磐田市教育委員会、あるいは
NPO 法人キャリア教育研究所ドリームゲート
などが中心となって関係機関や施設・団体、個
人がつながり合う磐田市内のコンソーシアムを
構成するのも一つの方策かもしれない。関係機
関などに提案をし、働きかけていこうと思う。
6．おわりに
2003 年度からの 5 年間、東京の公立学校で
は初の民間校長となった藤原和博は、着任した
杉並区立和田中学校を「地域社会立」の学校と
呼んでいた。その中で地域の外部講師による授
業「よのなか科」を展開していたが、それは山
崎亮（2016）の指摘どおり、「社会の一員とし
て生きていくために必要な知恵は、タテ（先生
と生徒・児童）とヨコ（友達同士）の関係から
だけでは得ることはできない。そこを補ってく
れるのが、地域に住む人になる。」4 という考え
に基づくものである。
変化の激しい社会にあって、学校の抱える課
題は多様である。教員の働き方改革もその一
つである。2000 年以降、教員の病気による休
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職・離職率は急激に増加している。それ以前の
1990 年前後は、そのような問題はまれであっ
た。筆者自身、その頃は小学校教員として磐田
市内の小学校に勤務していたが、「お母さん先
生」「お父さん先生」をはじめ地域住民も学校
内で多くの役割や活動を担ってくれていた。学
校と地域・家庭の関係が非常に密であった。そ
うした安定した関係性の中で、教師自身の精神
的な安定も得られていた。
今一度、こうした関係性を紡ぐ必要がある。
現在の教育課題は構造的で、単純にこれだけの
ことで解決とはならないが、「まちなか先生」
の授業もその一つとして学校に根付くことで解
決の糸口となり得る。子供たちに多様な大人を
出会わせるキャリア教育としての価値と、真に
「地域社会立」となり得る CS 像・学校像をこ
こから探っていくものとしていきたい。そして、
保護者や地域住民と共に学校教育を活性化し、
子供たちの未来を明るいものにしていきたいも
のである。
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